
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援

体
制
の
充
実
を
図
る

働
く
環
境
づ
く
り

育
児
等
と
の
両
立
図
る

（※）スマートグリッド･･･ 電力の需給両面での変化に対応するために、IT 技術を活用して効率的に
　　　　　　　　　　　 需給バランスをとり、電力の安定供給を実現する次世代型の電力送配電網。

〇
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
　

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
　

を
求
め
る
意
見
書

〇
藤
沢
簡
易
裁
判
所
に
家
庭
裁

判
所
出
張
所
を
併
設
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

〇
川
内
原
子
力
発
電
所
一・
二

号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
住

民
の
安
全
確
保
の
た
め
の
十

分
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

〇
建
設
業
従
事
者
の
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
早
期
救
済
・
解
決
を

求
め
る
意
見
書

〇
核
兵
器
全
面
禁
止
・
廃
絶

国
際
条
約
の
締
結
を
求
め
る

意
見
書
　

再生可能エネルギーの普及等に向けた計画を策定

代　表　質　問
（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　
地
域
に
お
け
る
在
宅
医

療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
整
備
は
、
医
師
会
と
の
連
携

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
、（
仮

称
）
在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
及
び
法
改
正
に
よ
り
新

た
に
始
ま
る
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

取
り
組
み
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
（
仮
称
）
在
宅
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
整
備
、
運
営

を
藤
沢
市
医
師
会
に
委
託
し
、

藤
沢
市
医
師
会
館
内
に
平
成
二

十
七
年
六
月
末
の
開
設
を
目
指

し
て
い
る
。
業
務
内
容
は
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
の
看
護
師
二

人
を
配
置
し
、
病
院
退
院
時
の

相
談
や
支
援
、
医
療
連
携
、
研

修
の
開
催
、
市
民
へ
の
普
及
啓

発
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
が
中
心
と

な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等

を
行
い
、
多
様
な
通
い
の
場
の

提
供
や
生
活
支
援
を
充
実
さ
せ
、

高
齢
者
も
そ
の
担
い
手
と
な
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
市
内
十
三
地
区

の
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
を

中
心
に
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

を
初
め
と
す
る
団
体
や
事
業
者

等
と
協
力
し
、
住
民
と
一
緒
に

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
相
談
支
援
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
取

り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
本
市
で
は
、
現
在
、
委

託
相
談
支
援
事
業
所
を
中
心
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

協
力
し
て
、
精
神
障
が
い
者
や

ひ
き
こ
も
り
の
方
な
ど
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
り
に
く
い

方
を
対
象
と
し
て
相
談
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

　

障
が
い
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

介
護
す
る
親
の
高
齢
化
に
伴
い
、

家
族
全
体
を
手
厚
く
支
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多

く
な
っ
て
お
り
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
地
域
の
見
守
り

体
制
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
各
地
区
に
お
い
て

相
談
支
援
事
業
所
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
や
地
域
の
縁

側
事
業
と
の
連
携
を
図
り
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
を
把
握
し
、

相
談
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
整
備
を
行

う
福
祉
拠
点
を
核
と
し
た
全
市

的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
、
定
期
的
な
訪
問
や
見
守

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
藤
沢

型
の
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い

く
。

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
弁  

介
護
職
の
不
足
は
、
藤

沢
公
共
職
業
安
定
所
管
内
に
お

い
て
も
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
求
職
者

と
事
業
所
の
両
者
が
集
ま
り
、

短
時
間
に
複
数
の
就
職
面
接
を

行
う
湘
南
合
同
就
職
面
接
会
を

藤
沢
公
共
職
業
安
定
所
及
び
管

内
三
市
一
町
と
共
催
で
実
施
し
、

介
護
分
野
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン

グ
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
育
児
や
介
護
を
行
い

な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
や
育

児
・
介
護
休
暇
制
度
を
利
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
啓
発
な

ど
、
地
域
の
経
済
団
体
や
企
業

も
参
加
し
て
い
る
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
会
議
に

お
い
て
検
討
を
行
い
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
元
気
な
高
齢
者
を

初
め
、
就
労
を
希
望
す
る
誰
も

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
や

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
充
実
を
図

り
、
地
域
に
お
け
る
労
働
力
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

熱
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
※
）

街
区
の
モ
デ
ル
的
整
備
、
新
電

力
の
活
用
、
市
民
主
体
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
中
心
に
進

め
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
本
市
の
目
指
す
都

市
像
で
あ
る
「
豊
か
な
環
境
を

創
る
」
を
実
現
す
る
た
め
、
環

境
問
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

う
ご
み
分
別
の
簡
素
化
や
負
担

軽
減
施
策
な
ど
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
、
自
然
環
境
を

次
世
代
に
残
す
と
と
も
に
、
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。　

い
る
が
、
再
稼
働
に
は
慎
重
を

期
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

政
府
は
、
原
子
力
災
害
対
策

指
針
に
お
い
て
、
原
子
力
施
設

か
ら
お
お
む
ね
三
十
㌔
㍍
圏
を

目
安
と
し
た
緊
急
時
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
（
以
下
「
Ｕ

Ｐ
Ｚ
」
と
い
う
。）
内
の
自
治

体
に
対
し
、
避
難
計
画
等
の
事

前
対
策
を
義
務
づ
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
説
明
会

を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
理
解
が

得
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

自
治
体
の
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
、
避
難
ル
ー
ト
、
避
難
道

路
の
確
保
、
避
難
者
の
受
け
入

れ
先
の
確
保
、
運
送
手
段
、
自

治
体
間
調
整
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
り
実
効
性
が
確
保

で
き
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

ま
た
、
川
内
原
子
力
発
電
所

は
、
最
近
、
火
山
活
動
が
活
発

化
し
て
い
る
阿
蘇
山
や
桜
島
に

続
く
火
山
帯
に
隣
接
し
て
お
り
、

噴
火
に
よ
る
大
き
な
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、
川

内
原
子
力
発
電
所
一
・
二
号
機

の
再
稼
働
に
当
た
り
住
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ

内
の
全
自
治
体
に
お
い
て
、
公

開
の
住
民
説
明
会
を
開
く
と
と

も
に
、
避
難
計
画
の
実
効
性
に

つ
い
て
十
分
な
実
地
検
証
を
繰

り
返
し
行
い
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の
議

会
及
び
首
長
か
ら
再
稼
働
に
係

る
同
意
を
求
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
家
庭

　

我
が
国
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
、
特
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

の
患
者
は
合
計
三
百
五
十
万

人
以
上
と
推
計
さ
れ
る
。
そ

の
感
染
は
、
肝
炎
対
策
基
本

法
に
お
い
て
国
の
法
的
責
任

が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
は
、
肝

炎
治
療
特
別
促
進
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
対

象
と
な
る
治
療
法
が
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
対
象
か
ら

外
れ
て
い
る
患
者
が
相
当
数

に
上
っ
て
い
る
。
特
に
、
肝

硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
、
高

額
の
医
療
費
を
負
担
せ
ざ
る

を
得
な
い
だ
け
で
な
く
、
肉

体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
受
け

生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬

変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費

助
成
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

の
肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準

を
緩
和
し
、
実
態
に
応
じ
た

制
度
に
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

川
内
原
子
力
発
電
所
一
・

二
号
機
に
つ
い
て
は
、
再
稼

働
に
必
要
と
さ
れ
る
立
地
自

治
体
の
同
意
を
平
成
二
十
六

年
十
月
に
薩
摩
川
内
市
、
十

一
月
に
鹿
児
島
県
か
ら
得
て

裁
判
所
で
取
り
扱
う
成
年
後
見

関
係
事
件
や
相
続
な
ど
の
家
事

事
件
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
簡
易
裁
判
所
で
は

家
庭
に
関
す
る
事
件
を
取
り
扱

わ
な
い
た
め
、
家
庭
に
関
す
る

問
題
を
抱
え
た
当
市
や
近
隣
市

町
の
住
民
が
裁
判
所
を
利
用
す

る
際
に
は
、
横
浜
家
庭
裁
判
所

本
庁
ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
り
、

高
齢
者
等
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
全

国
で
は
簡
易
裁
判
所
に
家
庭
裁

判
所
の
出
張
所
が
併
設
さ
れ
て

い
る
例
が
七
十
七
カ
所
も
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
最
高
裁

判
所
に
対
し
、
藤
沢
簡
易
裁
判

所
に
家
庭
裁
判
所
出
張
所
を
併

設
す
る
こ
と
等
を
要
望
す
る
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ

る
健
康
被
害
は
、
現
在
で
も
労

働
者
や
住
民
に
広
が
り
、
中
皮

腫
や
肺
が
ん
、
石
綿
肺
に
よ
る

呼
吸
機
能
の
低
下
な
ど
を
も
た

ら
し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来

す
な
ど
被
害
者
は
大
変
な
苦
し

み
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

国
が
建
築
基
準
法
な
ど
で
不

燃
化
、
耐
火
工
法
と
し
て
ア
ス

ベ
ス
ト
を
指
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
建
設
現
場
で
使
用
さ
れ
、

建
設
業
従
事
者
に
大
き
な
被
害

が
出
て
い
る
。
建
設
業
従
事
者

は
、
個
人
事
業
主
で
労
災
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
や
、
多
く

の
現
場
に
従
事
す
る
た
め
、
原

因
と
な
る
作
業
の
特
定
が
困
難

と
な
り
労
災
を
受
け
に
く
く
、

多
く
の
製
造
業
な
ど
で
支
給
さ

れ
る
企
業
独
自
の
上
乗
せ
補
償

も
な
い
。
国
は
石
綿
に
よ
る
健

康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律

を
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
の
内
容

は
不
十
分
で
あ
り
、
抜
本
的
な

改
正
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府

に
対
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
及
び
遺
族
の
救
済
と
抜
本

的
な
対
策
を
強
化
し
早
期
解

決
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

二
○
一
○
年
五
月
の
核
兵

器
不
拡
散
条
約
（
以
下
「
Ｎ

Ｐ
Ｔ
」
と
い
う
。）
再
検
討

会
議
に
お
い
て
、
全
て
の
国

は
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
な
ど
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

　

ま
た
、
二
○
一
四
年
十
月

に
は
、
国
連
総
会
第
一
委
員

会
に
お
い
て
「
核
兵
器
の
人

道
上
の
結
末
に
関
す
る
共
同

声
明
」
が
我
が
国
を
含
め
た

百
五
十
五
カ
国
の
賛
同
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
声
明

の
中
で
、
核
兵
器
が
い
か
な

る
状
況
下
に
お
い
て
も
再
び

使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
人
類

の
生
存
に
と
っ
て
の
利
益
で

あ
り
、
核
兵
器
が
二
度
と
使

用
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
証
す

る
唯
一
の
道
は
全
面
廃
絶
で

あ
り
、
核
兵
器
の
使
用
及
び

拡
散
の
防
止
、
核
軍
縮
を
達

成
す
る
こ
と
は
全
て
の
国
連

加
盟
国
に
課
せ
ら
れ
た
共
通

の
責
務
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

全
て
の
国
の
核
兵
器
の
開
発
、

製
造
、
実
験
、
備
蓄
、
使
用

等
の
禁
止
及
び
そ
の
廃
絶
に

つ
い
て
規
定
す
る
核
兵
器
全

面
禁
止
・
廃
絶
国
際
条
約
が

締
結
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
と

と
も
に
、
条
約
締
結
に
係
る

協
議
を
早
期
に
開
始
す
る
立

場
で
二
○
一
五
年
に
開
催
さ

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に

参
加
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
　
（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

（
自
由
松
風
会
）

質
問　
今
後
、
人
口
減
少
や
少

子
・
超
高
齢
社
会
を
迎
え
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
二
○
二
五
年
に
は

全
国
で
介
護
職
が
約
三
十
万
人

不
足
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
資
格
が
あ
り
な
が
ら

育
児
な
ど
の
た
め
に
就
業
し
て

い
な
い
人
や
元
気
な
高
齢
者
に

労
働
力
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら

う
仕
組
み
や
、
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
の
本
市
の

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　
本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
初
め
と
す
る
環
境
に

配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

及
び
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
と
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
市

民
、
民
間
事
業
者
等
と
協
働
し
、

ご
み
の
戸
別
収
集
、
有
料
指
定

袋
制
度
の
導
入
、
資
源
品
目
の

拡
大
等
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推

進
し
て
き
た
。
今
後
も
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
、
減
量
、

資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
自
然

環
境
や
地
域
特
性
を
考
慮
し
た

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
家
庭

用
燃
料
電
池
や
電
気
自
動
車
の

普
及
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
推
進
計
画
の
中
で
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ

け
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
及

び
燃
料
電
池
の
導
入
や
、電
力
・

（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　
ひ
き
こ
も
り
や
精
神
障

が
い
等
の
困
難
を
抱
え
た
方
は
、

み
ず
か
ら
相
談
機
関
に
出
向
く

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、

行
政
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必

持続可能な循環型社会を構築

自然環境を次世代に残す
エネルギーの地産地消

意 

見 

書

５
件
を
政
府
等
へ
提
出

（
仮
称
）在
宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整
備

行
政
・
医
師
会
・
地
域
が
連
携
を
進
め
る

在
宅
医
療・介
護
の
充
実
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